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2016年 糖尿病紹介患者158例内訳 

県外3名 

市町村 人数 ％

土浦 48 30.8

かすみがうら 37 23.7

石岡 19 12.2

稲敷郡 10 6.4

小美玉 9 5.8

行方 6 3.8

鉾田 5 3.2

つくば 5 3.2

牛久 3 1.9

潮来 3 1.9

鹿島 3 1.9

稲敷市 2 1.3

神栖 1 0.6

笠間 1 0.6

水戸 1 0.6

県外 3 1.9

全体の平均年齢は 57.0歳 
 
そのうち、コントロール悪化や初発糖尿病ということで 
治療強化もしくは導入目的に紹介となった患者は 
55名 （男性 34名 女性21名） 
 



県外3名 

治療強化目的での紹介例内訳 

（初発：2例/入院4例） 

（初発：4例/入院21例） 
  ※1例に癌が見つかっている 

男性 34 女性 21

平均年齢 58.7歳

48

7

2型

1型

市町村 人数 ％

土浦 20 36.4

かすみがうら 13 23.6

石岡 4 7.3

小美玉 4 7.3

鉾田 3 5.5

稲敷郡 2 3.6

稲敷市 2 3.6

行方 2 3.6

つくば 2 3.6

潮来 1 1.8

鹿島 1 1.8

県外 1 1.8



当院での糖尿病教育入院 
• 2006年から月曜から金曜の教育入院形式へ（6名／週） 

   書き込み式の教育入院テキスト作成 

   （以後約2年毎改定し現在第６版） 

    本格的に理学療法士講義開始 

• 2010年からパス電子化 

• 2014年  パスの見直しとともに  

   歯科衛生士講義 透析室見学などが開始 

• 2016年 

 新病院移転後から腎臓内科医師講義開始（4名／週） 

• 2016.3-2017.2 における教育入院92名 



移転後の教育入院の状況 ① 

期間 2016年3月～2017年2月

合計 92名　（59.3歳）

男性 62名　（59.5歳）

女性 30名　（59.0歳）

内訳（平均年齢）



教育入院92名の入院契機と紹介元 

入院の契機 症例数 

初発・未治療 41 

（うち１型糖尿病） （9） 

通院中血糖コントロール
の悪化 

46 

通院中断後再開例 3 

紹介元 症例数 
うち初発・未治療

症例 
当科通院中もしくは 
当科を時間外受診 
（紹介なし） 

26 2 

病院・診療所 25 12 

院内他診療科 22 9 

予診科 12 11 

当院健康管理センター 7 7 



移転後の教育入院の状況 ② 

入院時  
平均HbA1c：10.7%（うち初発・未治療は41/92名） 

平均罹病期間：6.44年 
平均BMI：25.3       独居：8例 
入院中の精査にて 
癌：2例（膵癌、胃癌）  
IPMN（膵管内乳頭粘液性腫瘍）：1例 
が発見された。  
平均在院日数  8.4日程度。 
他疾患が見つかったりすると長くなってしまうこともあるが 
ほとんどの症例が5-8日間で退院している。 
（月曜入院金曜退院で5日、金曜入院金曜退院で8日） 
 
半年後 平均HbA1ｃ 7.19％ １年後 6.90％ 
通院中断例 なし。（１例間隔開いてしまったものの現在通院中） 
 



移転後教育入院の状況 ③（合併症と治療） 

合併症 症例数 %

網膜症 17 18.5

腎症 34 37.0

神経障害 31 33.7

足病変 33 35.9

教育入院 92例中 

※福田分類 B：2例 

※3期 6例 

治療 未治療・食事療法のみの症例は42例 
経口糖尿病薬のみで治療していたのが40例 
入院前からインスリンを使用していたのが10例 

入院中インスリン使用した症例は半数以上の51例。 
1年以内にインスリン離脱したのは15例。 
内服なしからの導入20例のうち10例が離脱できている。 
現在までにすると22例が離脱。 
 



移転後の教育入院の状況 ④（退院後） 

教育入院 92例中病院 診療所からの紹介は25例。 
教育入院後 １年以内に戻れた例が 8例/25例。 
現在までだと11例/25例。 
 （最終的にはこれを25例となるような病診連携が目標。ただ、
紹介元が病院であったり、整形外科や眼科といった内科診療を行
わない診療所が含まれているのも事実。） 
戻れない例もしくは逆紹介できない症例は、コントロールが不安
定、もしくは他科で加療中の疾患がある例が多い。 
 
***参考までに 
1年後、HbA1cが8.5以上 ⇒ 8例  
内訳は 初発の1型 2例 1型 1例   
 残り 5例の罹病期間 （27年、20年、20年、17年、9年） 
 





































まとめ 
•地域からの紹介患者に対し、５日間、月曜から金曜
までのパス形式教育プログラムを作成して12年。 

• テキストなどの改定を行い、より充実した内容を目
指している。 

•やはり初発・未治療の段階での介入が望ましく、そ
のためには病診連携が必須である。 

• そのためには、ただ戻すだけでなく、１年後に当院
に短期間再入院し検査や知識の確認を行うなどの
パスの拡張も有用と考えている。 



 ご清聴ありがとうございました。 

 今後も代謝内科をよろしくお願いいたします。 


